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（健常成人における安静呼吸中の胸郭形状及び胸郭運動に姿

勢が及ぽす影咽）

論文内容の要旨 (1,000字-2,000字でまとめること J

研究目的：姿勢の変化が chestwallの形状および運動に与える影

愕を明らかにすることである．

方法：健常成人男性 15名 (27.5土4.6歳）を対象とし．背臥位，右

側臥位，座位の 3姿勢で OptoelectronicPl e thysmograp hy(OEP) 

を用いて chestwallの形状及び運動を測定した．

結果：終末呼気位 (EELV)における chestwallの前後径は、・上部胸
郭 (RCp)・ 下部胸郭 (RCa)ともに背臥位で有意に低い値を示し，
RCaの横径は側臥位が最も低値を示した. A0Bにおける前後径は

背臥位＜側臥位＜座位の順に増加し，．横径は側臥位で最も低値を示

した．視覚的 chestwall形状の比較において背臥位・座位は各部

位とも左右対称な楕円形を示したが，側臥位における chestwall 
形状は前後径と横径がほぼ等しく，かつ左右非対称な形状を呈し

た．

Chest wall運動について， RCp前面の頭尾方向への運動は座位で

有意に大き<. 前後方向の運勤も同様であった．また, RCa前面

の頭尾方向及び前後方向の運動も RCp と同様に座位で最も大き

いことが確認された. RCa左側面の運動では．・頭尾方向が座位で

最大で．側方への運勤は側臥位が最大を示した。 AB前面におけ

る頭尾および前後方向への運動は各姿努間で差はなかったが，左

右方向への運動は側臥位・ 座位で有窓な変化を示した. AB側面

の頭尾方向への運動は座位で最も大きく側臥位は最も小さい値

を示した. AB側面の左右方向への運動は，座位と比較して側臥

位で大きい値を示したが，前後方向の運動に姿塾間で差は認めら

れず、姿努変化による影愕はなかった．

結論：健常男性における chestwallは姿勢によって形状・運動が
変化し、特に RCp• RCaで違いが生じていることが確認された．
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要 旨

姿勢の変化が胸郭の形状と呼吸に伴う運動に大きな影響を与えることが予想されるが、

十分な検討は行われていない．そこで、本研究ではOptoelectronicPlethysmographyを用い

て健常男性を対象に安静呼吸中の胸郭運動を背臥位、側臥位、座位で測定した。終末呼気

位における胸壁前後径は、上部胸郭• 下部胸郭ともに背臥位で有意に低い値を示し、下部

胸郭の横径は側臥位で最も低値を示した。腹部前後径は背臥位、側臥位、座位の順に増加

し、腹部横径は側臥位で最も低値を示し、は重力方向に減少傾向を示した．また、背臥位

• 座位では各部位とも左右対称な楕円形を示したが、側臥位では前後径と横径がほぼ等し

く、かつ左右非対称な形状を示したことから、姿勢変化に伴い縦隔の偏位が生じた可能性

が考えられた．胸郭前面の頭尾方向及び前後方向の運動は座位で最大を示した。腹部側面

の頭尾方向への運動は座位で最大となり、側臥位で最小値を示した。これらの結果から、

呼吸に伴う局所的な胸壁運動が姿勢の影響を受けることが明らかになった。

本研究は呼吸理学療法の実施にあたり姿勢を考慮した評価が必要であるとの新たな

知見をもたらした価値ある集積•であると認める。よって学位申請者の高嶋幸恵は、博士
（保健学）の学位を得る資格があると認める。
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